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要約 ・COVID-19 に関連する不安障害の可能性の高い症例を対象にコ

ロナウイルス不安スケール（CAS）という簡単なスケールを開

発・評価し、メンタルヘルスへの対処に役立てようと評価の信頼性

と妥当性を示した。 

 

・不安に関連した反応や苦痛による身体症状に焦点を当てた 5 項

目として以下のように評価し、解釈することができるとされてい

る。 

①妥当性項目-全般性不安障害 

②社会的態度-消化性不安障害と心的外傷後ストレス障害 

③心理的効果-精神状態 

④不適応な対処-食欲減退、うつ症状 

⑤機能障害-全身性不安障害 

 

・特徴として、カットスコア（90％の感度と 85％の特異性）であ

り、機能不全の不安の有無を区別できるとされている。 

備考: 

・医療従事者や研究者が容易に利用できるスケールであり、CAS

の総得点は障害の尺度と相関しているとされる。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

・海外では Covid-19 パンデミックによる影響を精神状態にも着目

し、評価から病態を捉えようとする報告である。 

・パンデミックによって精神状態が不安定になりやすいことから、

スケールの利用や covid-19 における精神面にも配慮した介入の必

要を参考にできる資料と考えられる。 
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